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  会  議  録 

 

１ 会議名 

 令和２年度第６回三和区地域協議会 

２ 議題（公開・非公開の別） 

（１）報告事項（公開） 

  ・三和ネイチャーリングホテル米本陣の今冬の営業日変更について 

  ・令和２年度冬期道路交通確保除雪計画について 

（２）協議事項（公開） 

  ・令和３年度地域活動支援事業三和区採択方針について 

（３）その他（公開） 

３ 開催日時 

  令和２年１１月２４日（火）午後６時３０分から午後８時７分まで 

４ 開催場所 

  三和コミュニティプラザ ３階 多目的ホール 

５ 傍聴人の数 

  １人 

６ 非公開の理由 

― 

７ 出席した者の氏名 

・委 員：飯田英利、池田輝幸、江口 晃、小山田幸雄、金井茂康、小林則子、髙橋鉄雄、

田辺敏行、冨村広文、星野幸雄、松井隆夫、松栄由里、宮澤克己、森由美 

（１４人中１４人出席） 

 ・施設経営管理室：竹下室長 

 ・事務局：三和区総合事務所 山本所長、栗本次長、西山市民生活・福祉グループ兼教育・ 

文化グループ長、池田地域振興班長（以下、グループ長はＧ長と表記） 

８ 発言の内容（要旨） 

【栗本次長】 

・会議の開会を宣言 

・上越市地域自治区の設置に関する条例第８条第２項の規定により、委員の半数以上の出席
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を確認、会議の成立を報告 

・同条例第８条第１項の規定により、議長は会長が務める。 

【髙橋会長】 

  －挨拶－ 

 ・会議録の確認を小山田幸雄委員に依頼 

【髙橋会長】 

  ３ 報告事項に入る。初めに、（１）三和ネイチャーリングホテル米本陣の今冬の営業日

変更について、施設経営管理室の説明を求める。 

【竹下室長】 

資料№１により説明 

・今回の営業日変更により損失を２百万円程圧縮できる計画である。 

【髙橋会長】 

  ただ今の説明に、質疑等を求める。 

【松井委員】 

  休館中の常勤の従業員の対応はどのようになるのか。また、それに伴う人件費の削減は考

えられるのか。 

【竹下室長】 

  現在は、国の雇用調整助成金で休業手当の保証を行っている。これが１２月までとなって

いたが、来年３月まで継続される予定となった。そのため平日については、最低限の従業員

以外は休んでいただき、休業手当をお支払いする。 

また、休業手当は国から保証されるため、会社や市の負担が増える状況ではない。 

【松井委員】 

  そうなるとやはり客商売であるので清掃等が重要になる。お客があるなしではなく、常日

頃の体制でどのように行うかが大事であり、チェックは徹底して行うことを期すべきではな

いか。 

【竹下室長】 

当然、出勤する従業員については、施設の維持管理のほかに営業獲得に向けた努力もして

いただくよう話をしている。また、市の担当者としても、一丸となって営業獲得に向けて取

り組んでいきたいと考えている。 

【星野委員】 
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  先回もお話させていただいたが、決算の状況や貸借対照表等など数字の上での資料はいた

だいた。しかし、数字を見ても我々は全くわからない。知りたいのは、過去１０年間の数字

に対してなぜそうなったのか、ＰＤＣＡが行われてきたのかである。まず、どのような計画

で実行され、それをチェックして改善し、翌年にどう活かされたのか、この数字だけでは全

く見えない。それを説明していただかないと、我々もアイデアの出しようがない。報告書は

いつ頃いただけるのか。 

【竹下室長】 

  建設当初の事業計画や収支計画も当然あり、それと比較して実績がどうであったのかも重

要になってくる。また、会社であるため毎年度の事業計画は作成されている。結果として今

の状況が債務超過になっているため、その部分で今ほど言われたようにＰＤＣＡがどのよう

に行われていたのか、理由が何なのか明確にしていかなければいけないと考えている。 

現在、資料収集や関係者への聞取り、協議を行っているため、できれば次回の地域協議会

で資料提供や説明をさせていただき、次のステップへ進めるよう考えている。 

一方で全市的に温浴・宿泊施設がある区で、同時進行で進めさせていただいているが、足

並みがそろわない状況である。 

【森委員】 

米本陣の入り口付近の看板を見たら「休業」という看板があった。よく見ると「日帰り入

浴」と書かれていたが見えない。本当に仕事をする気があるのかと思った。「平日入浴休業」

とか分かりやすくするべきだと思う。本当にお客を呼び込もうとしているのか疑問に思った。

どれぐらい自分たちで収益を上げたいと思っているのか分からないが、そういう小さなこと

の積み重ねが今の状況を招いているのだと思う。 

【竹下室長】 

早急に改めたい。 

【田辺委員】 

平日は休業となるが、今現在、常勤の従業員は何人いるのか。また、１月４日以降の金、

土、日曜日以外の空いた日は、常勤従業員は何をやろうとしているのか。 

【竹下室長】 

人数は今把握していないが、営業日以外は社長が出勤している状況である。他の従業員は、

休んでいただき国の雇用調整助成金で休業手当を支給させていただく。 

  また、休館により仕事に対する意欲を失っていく可能性もあるので、営業日の中で機会を
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捉え、しっかりとモチベーションを持っていただき、話し合いの場も持っていただく取組み

を考えている。 

【田辺委員】 

利用者が、平日に予約の電話をすることができなくなる不安を持っている。その辺も昨年

の状況を見ながら米本陣の方から確認するような営業をしていただければと思う。１日から

３日の新年会について特にＰＲしてほしい。 

【髙橋会長】 

  要望として三和振興（株）に伝えてほしい。 

【池田委員】 

休業した方の給料は補填できるが、人間として休んでいいのかというところが一番問題で

ある。給料補填するから休めと言われても、その人間一人がどういう成長を休業期間にでき

るのか。何もできなければその人も落ち込んでしまい発展がない。企業としてしっかりサポ

ートできるような、教育をする場があればよいと思う。要望である。 

【髙橋会長】 

 要望としてお願いする。 

ほかに意見、質問はあるか。 

  （意見、質問なし） 

  なければ以上で、（１）三和ネイチャーリングホテル米本陣の今冬の営業日変更について

終了する。 

  （施設経営管理室 退席） 

次に、（２）令和２年度冬期道路交通確保除雪計画について、事務局に説明を求める。 

【栗本次長】 

  別冊資料により説明 

【髙橋会長】 

  ただ今の説明に、質疑等を求める。 

【松井委員】 

  共助による地域除雪の支援の中の対象者について、５戸未満であっても補助の対象となる

場合があるとあるが、未満は何戸あればいいのか。また、三和区で対象となったところはあ

るのか。 

【栗本次長】 



5/12 

   三和区での申請はない。戸数の解釈については、確認し後日回答する。 

【髙橋会長】 

  次回の地域協議会で報告いただきたい。 

ほかに意見、質問はあるか。 

  （意見、質問なし） 

  なければ以上で、（２）令和２年度冬期道路交通確保除雪計画について終了する。 

次に、４ 協議事項に入る。令和３年度地域活動支援事業三和区採択方針について事務局

に 説明を求める。 

【池田班長】 

資料№２により説明 

【髙橋会長】 

  資料により１項目ずつ検討する。 

  初めに、募集期間である。例年通りであれば４月１日（木）から２３日（金）で土、日曜

日を除くとなるが意見はあるか。 

【池田委員】 

  例年の状況が分からないが、１日から２３日の期間では短いのではないかと思う。普通で

あれば３月中に募集を開始したほうがいいのではないか。 

【髙橋会長】 

  事業は年度で行っているので４月１日以降が原則であるが、期間についてほかの意見はあ

るか。 

【小山田委員】 

  事前案内を行うのであれば十分であると思う。 

【池田班長】 

  今後の予定としては、１月末頃までに採択方針を決定いただき、３月１日付の地域協議会

だよりで、事前相談を含めて周知する。議会の議決前はあくまでも案としてではあるが３月

１日から事前相談を受付けている。 

  提案書の提出については、受け付けの開始直後より後半が多い。 

【髙橋会長】 

  池田委員よろしいか。ほかになければ今年度同様、４月１日（木）から２３日（金）で土、

日曜日を除くとしてよいか。 
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 （異議なし） 

次に補助率・限度額について、まず、補助率について意見を求める。 

【飯田委員】 

  同一団体の同事業の考え方であるが、先日まなびの会のアフターフォローを行った。この

団体は、テーマを毎回刷新していて、同一事業の括りで判断するのはなく、違う内容を検討

しているので違う事業としてほしいと感じた。 

【髙橋会長】 

  確かに同じ事業で名称が変われば対象から外れる場合も考えられるので、次回の地域協議

会までに事務局も含めて案を用意して検討したいと考えるがいかがか。 

 （異議なし） 

 次に、上限、下限であるがいかがか。 

（従来どおりでよいとの意見多数あり） 

 

以下、採択方針、提案件数の制限、ヒアリング・プレゼンテーション、審査方法、補助対

象外、傾斜配分、採択ラインの設定、採択事業の決定について今年度と同様に決定した。 

 

【髙橋会長】 

次に、追加募集について意見を求める。 

【松井委員】 

  残額が全体の５％を目安にすることはよいと思う。しかし、残額が大きい場合１回と決め

るのは問題があると思う。少なくても２回行う方がよいのではないか。 

【髙橋会長】 

  松井委員から提案する側から考えて、少し緩やかに伸ばしたらいいのではないかと意見が

あったがほかに意見はあるか。 

【金井委員】 

  私も松井委員の意見に賛成である。 

【松井委員】 

  事務手続きは大変であるが、他区を見ても何百万円も残すところや、使い切るまで行う区

もある。 

【髙橋会長】 
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  では、残額が全体の５％を目安に、追加募集は２回行うことでよいか。 

【田辺委員】 

  回数を数字で決めず、「残額が全体の５％を目安に追加募集を行う」として、臨機応変に

行えばよいのではないか。 

【髙橋会長】 

ほかの委員の意見を求める。 

【田辺委員】 

  初めは、２次募集、３次募集とほとんど残額が無くなるまで募集を行う方針で行ってきた

が、欠点として事務局の時間が取れないということで１回とした。最近は地域活動支援事業

に対しての提案の仕方が変わってきたのであれば回数は無い方がよいのではないか。 

【松井委員】 

  追加募集の回数は決めたほうがよいと思う。 

【髙橋会長】 

  事務局はどのように思うか。 

【池田班長】 

  当初は、「残額が全体の５％を目安に追加募集を行うことができる」としていたと思う。

平成３０年度に全ての区で、地域活動支援事業について検証を行い大幅な見直しを行った。

その際、三和区は毎年３次募集まで行っていたが、追加募集は１回とすることに変更した。

理由としては、３次募集まで行うと事業の実施期間が短くなり提案する団体もほとんどなく

なる。また、地域協議会としても何回も地域活動支援事業の採点や審査を行うことにより、

本来の地域協議会の役割である地域の課題について検討する時間が少なくなるということ

だったと記憶している。 

  追加募集の方法は、三和区地域協議会として決定していただきたい。 

【髙橋会長】 

  では、各自考えをまとめ、次回の地域協議会で検討することとしたいがよろしいか。 

  （異議なし） 

  次に、その他として見積書の添付について意見を求める。 

（従来どおりでよいとの意見多数あり） 

  以上であるが、全体を通して意見を求める。 

【松栄委員】 
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  ヒアリング、プレゼンテーションについて、今年度は中止になってしまい聞くことができ

なかった。提案団体の皆さんはどのような感じで行っているのか。 

【髙橋会長】 

  委員からの質問事項の回答も併せて行うが、提案書に沿った説明である。中にはユニフォ

ーム等実際に持参して確認する場合もある。各団体のやり方はそれぞれであるが時間制限は

ある。 

ほかに意見、質問はあるか。 

  （意見、質問なし） 

  なければ以上で、令和３年度地域活動支援事業三和区採択方針について終了する。 

５ その他に入る。事務局から何かあるか。 

【池田班長】 

  ・令和３年上越市新年祝賀会の開催についての案内 

【髙橋会長】 

  ほかに委員から何かあるか。 

【田辺委員】 

  ２点お願いしたい。 

  １点目は、地域協議会で三和区の小学校のあるべき姿を自主的審議事項として審議し市に

意見書を提出し、回答をいただいているが、その後どうなっているのかわからない。1年た

っても姿が見えない。 

議員報告会の際に議員へ質問したが、その回答では、学校の建物を４０年から８０年まで

維持できるようにと話があったが、そこにお金をかけるのではなく、３校の統合にお金を使

ってほしい。 

  ２点目は、消防の再編の問題である。町内会長連絡協議会においても色々意見があったと

思うが、三和区としての結論が出ているのか。 

【髙橋会長】 

  事務局に説明を求める。 

【西山Ｇ】 

  ・三和区小学校のあるべき姿に関する地域協議会での検討や審議の経過について説明。 

  教育委員会教育総務課で取り組んでいる。 

  統合ありきではなく現在の教育の現状説明として、令和元年７月に里公小学校、令和元年
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１０月に上杉小学校と美守小学校で保護者を対象に行った。 

  市では、平成２２年度策定した上越市立小学校適正配置基準の推進に向けた重点取り組み

を明確化し、少なくとも１学年１学級以上、複式学級を生じない規模の学習集団の確保を目

指すこととした。 

今後の対応としては、保護者を対象に意見交換や各学校との情報共有・意見交換を定期的

に行い、保護者の意見集約が図られた後、教育委員会として望ましい教育環境の姿を整理し、

地域に説明する。 

【栗本次長】 

  町内会長連絡協議会において、消防団については各分団４消防部を２消防部に再編の方向

で令和４年度を目指し方向で進めることに異論は出なかった。 

  しかし、消火栓、格納箱について、今まで町内で管理してきたのに使用できないことはな

いのではないかと意見が出された。 

  昨年から消防団の再編を進める中で、消火栓を一般の住民が使用することができないこと

の議論が始まった。９月市議会においても市民は消火器による消火や交通整理など行ってほ

しいと説明があった。 

  また、特別消防団の募集について行われていた時期もあり、合わせて周知が足りないとい

う意見が多かった。 

  消火栓の関係は、今後整理をしていかなければいけない事項である。 

【星野委員】 

  私は、町内会長として先日説明を受けた。昨年度の町内会長連絡協議会で説明があり、今

年もまだ説明をしている段階である。防災のことなのに時間がかかりすぎではないのか。地

域協議会で課題として話を進めて、早急に決めなければいけないのではないのか。 

【髙橋会長】 

  星野委員から踏み込んで、地域協議会として問題にしていこうと意見があったが、山本所

長はどのように考えるか。 

【山本所長】 

消防団の再編については、方面隊長から町内会長連絡協議会で各部と関係する町内会長と

協議しながら、令和４年度に向けて準備を進めていくと説明いただいた。 

消火栓等の取扱いについては再度整理をしたうえで、町内会長としっかり協議しながら、

再編も含めて検討していく計画であるため、もう少し状況を見ていただきたい。 



10/12 

【髙橋会長】 

  江口委員も町内会長として出席されていたと思うがいかがか。 

【江口委員】 

各地域によって消火栓の取扱い等違いがあるため、話し合いや意思の統一を図りながら決

めていかなければいけない事項は多々あると感じた。ただし、一住民として考えればできる

だけ早く取り組んでいただきたいと思う。 

【髙橋会長】 

ほかに意見はあるか。 

【山本所長】 

再編のスケジュールについては、次回の地域協議会で説明したい。 

【小山田委員】 

私も町内会長として会議に出席した。基本的な問題は上越市の消防に対する考え方と地域

の考え方との間にかなりギャップがあることではないかと感じた。例えば三和区では平成２

７年に特別消防団員の募集をかけていて、実際実在する。全市的に市として残っているのか。

三和区だけの感じを受けた。 

消火栓についても非常に重要な問題であるが、三和区だけの問題ではないため、地域協議

会で課題とするより、全市的な課題だと考える。 

小学校の関係であるが先程の説明では、３校の統合でなく２校での統合もあるのではない

かと感じた。三和区地域協議会としての「あるべき姿」と、市教育委員会の考える「あるべ

き姿」に食い違いがあるように感じる。委員として初めてお聞きした率直な感想である。 

【山本所長】 

２校か３校という話もあったが、いずれにしても色々な選択肢がある。地域協議会の意見

を尊重しながら、保護者・ＰＴＡの意見を聞き、方向性を見出していくことになる。 

今後の細かい内容については、状況を見ながら報告していく。 

【松井委員】 

  消防団の問題も小山田委員が言われた様に１３区の状況について、理解していない面があ

る。消防団の再編と消火栓の問題は切り離して検討しなければいけない。消火栓の取り扱い

については市議会で取り上げられており、検討の段階に入っていることは確かだと思われ

る。三和区の問題とすることは、決して悪くないとは思う。消防団の再編については、市全

体の中で検討することなのでそれに沿った形で我々は対応していかなければいけない。 



11/12 

小学校の問題も市議会でも出されていた。私も田辺委員が話されたように聞きたいことが

ある。意見書を提出した際、教育長から非常に前向きな回答があったと報告を受けた。 

今は、市全体の学校教育そのものの流れが違った角度で検討されているのではないかと感

じている。三和区の小学校の統合についても、それに沿って判断していくべきである。地域

協議会としても、市全体の教育の流れをつかんだ状況で、焦らずじっくり考えていくべきだ

と個人的には思っている。 

【金井委員】 

３小学校のあるべき姿について、教育長との話では 板倉が落ち着いたら次は三和という

回答をいただいている。 

新しい委員もいるので、次回の地域協議会では、地域協議会だよりや市への意見書、市か

らの回答書を配布していただき、今後のことではなく、３小学校のあるべき姿の中で意見集

約した内容を理解してほしい。 

【髙橋会長】 

  資料提供をお願いする。 

ほかに何かあるか。 

【宮澤委員】 

  以前の保育園の民間移管についても、令和３年度から引継ぎ保育を始める説明があったが

現在の進捗状況について次回説明をお願いしたい。 

【栗本次長】 

  １２月の地域協議会で報告を予定している。 

【髙橋会長】 

ほかに何かあるか。 

  （なし） 

  最後に次回の開催について、事務局から説明をお願いする。 

【栗本次長】 

第７回地域協議会について 

  ・１２月１４日（月）午後６時３０分 

【髙橋会長】 

  ５ その他を終了する。 

【小林副会長】 
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  ― 挨拶 ― 

  ・議会の閉会を宣言 

 

９ 問合せ先 

  三和区総合事務所 総務･地域振興グループ  TEL：025-532-2323（内線 215） 

                       E-mail：sanwa-ku@city.joetsu.lg.jp 

１０ その他 

別添の会議資料も併せてご覧ください。 
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